
 

評価コメント集 
 

受賞提案全１１作品につき、下記の順に記載。 

【受賞内容】 
エントリーNo.　提案タイトル　　　提案画像（イメージ）※詳細は別途データで確認ください。 
受賞者名 

受賞コメント（受賞者による事後コメント） 

評価コメント（各審査員による評価コメント） 

＊＊＊ 

減災デザインプランニング・コンペ2021 
全提案者に 
　コロナの渦中にありながら魅力的な提案をいただいた皆様に心から感謝します。受賞された皆
様、おめでとうございます。議論したい課題がたくさんあり、直接会えなかったことが残念でし
た。応募いただいた皆様の今後のご活躍を祈念いたします。（佐藤） 
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【最優秀賞】 
No.18「みんなのまちの役割が変化する 『まちへん』」  
たつのソーシャルインクルージョンプロジェクト 
（宮崎宏興、池本和弘、福崎千晃） 

受賞コメント 
この度は、素晴らしい賞を賜り深く感謝申し上げます。 
コロナ禍が浮き彫りにした社会課題は、決して非日常のものではなく、
日常の地続きとして理解していくこと、地域コミュニティの醸成によっ
て解決すべき本質であると捉えることができました。今後も、『まちへ
ん』を実装するために、自治体や事業者と連携し「うまくいくコト（気
づきの速度・モニタリングと対応・学び）を増やす」ための繋がりをデ
ザインし続けたいと思います。 

 

評価コメント 
地域社会の住⺠が⾃律して⽇常と災害時をシームレスに繋ぐ実験的提案である。この商店街の『まちへ
ん』が、災害時に向こう3軒両隣を超えて、隣接する『まちへん』と相互の役割を連携するには、⽇常
のマネジメントを担う主体（⼈材）の育成が課題。その主体の協働の⼒と情報発信⼒が『まちへん』
を育てていく。実現を期待します。（⿑⽊） 

災害時を想定してまちの機能を共有しようという提案で、大変魅力的であった。ただし、コミュニティ
が限定されるのではないかという疑念もあった。（佐藤） 

本当の目的は通常の生活において地域コミュニティーが機能すること。審査会当日の説明にあったこの
内容に感銘を受けました。滅多に起こらない災害時を想定した仕組みが、実は日常生活のあり方を再
考させる点が、発想としてすばらしい。「向こう三軒両隣」といった、かつてあった生活基盤復活の可
能性を感じさせ、「減災」を超えようとする提案として高く評価します。（森山） 

最優秀賞の「まちへん」には、今年度の提案の中だけでなく、減災デザイン＆プランニングのこれま
での数々の提案の中でも抜きんでた新規性を感じました。既存の社会制度、システムが弱体化する中
で、頻発し激甚化する災害にどう向き合うかというときに、各々の潜在的な可能性や力をいかに引き
出すかが重要だと思われます。そこで、災害に関する「専門家」だけではなく、広い意味での市民が連
なる「まち」が「へん」化する可能性についてのコミュニケーションを促し、その実感を醸成するこの
プログラムは、これからの減災デザインの方向性について一石を投じるものだと思います。（宮本） 

薬屋さんに薬があるのはあたりまえなので、普段からその店主の隠れた活動も紹介できるとさらに良
いのでは。（相良） 

社会課題の着眼点は良いが、結実する提案内容は、リアルな社会においての実効性には乏しい机上の
ゲーム感を覚える。街にあるさまざまな人の生業は、災害時にその人が得意とできる支援分野となるこ
とは明白なので、あえて災害時のために「別の」看板を用意する意味があるだろうか。ただ、災害時の
（行政や自治組織と企業等との）支援協定を結ぶ方法やその見せ方として効果的なアイディアが含まれ
ているかもしれない。また発案は、啓発イベントの仕掛けとしては活かせるのではないか？という可能
性は感じた。（平林） 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避難所生活は、室内環境の狭さ、プライバシーの確保や規則の遵守、衛生管理、要配慮者、治安維持等により
不自由な生活になりやすい。それに加えて、COVID-19 感染への不安が拡大することによって、より一層、在宅避
難を選択肢とする人の増加が見込まれる。在宅での避難生活を守るためには、電気ガス水道の復旧期間はもとより、
食料調達、ゴミ回収、時に健康状態の急激な悪化をはじめ、避難所では得やすい物資や支援情報が届きにくいな
どの、状況に応じた災害対応力 (レジリエンス ) が必要とされる。安心安全な在宅避難を推奨しつつ、孤立等の弊
害を如何にして緩和するのか。そこで、新たな減災デザインとして、在宅避難時の生活支援を目的に、50 戸程度
の範囲にある事業者を中心として「食料品店→たべもの保管庫」「銭湯→みんなの水場」「学習塾→こどもフリース
ペース」等、非常時に派生可能な変化を日常的に表明しておく。事業所建物や商品等、住民の目に触れる場所に
掲示できるアイテムで可視化し、住民と企業が企画する減災イベントや対話の場を経て、日常化させていく。減災
とは、必要に応じて異なる意味と役割を担いながら皆でシナリオのない事柄を乗り切る行為であり、「在宅避難し
つつも孤立化を避けるべく、日常的な備えとして、まちが異なる意味と役割へ自在に変化し、住民を包摂できる
デザイン＝まちへん」という新たな言葉と視点を提案するに至った。

食料品店 → 『たべもの保管庫』
銭湯やプール → 『みんなの水場』
レストランなど飲食店 → 『助け合いキッチン』
文具雑貨屋 → 『みんなの道具箱』
動物病院 → 『どうぶつ避難所』
携帯電話販売店 → 『充電スポット』
EV自動車販売店 → 『充電スポット』
自動車整備店 → 『クルマのばんそうこう』
工務店 → 『おうちのばんそうこう』
学習塾 → 『こどもフリースペース』
ドラッグストア → 『みんなのくすり箱』
衣料品店 → 『まちのクローゼット』
神社仏閣や教会 → 『こころのよりどころ』
幼稚園・保育所・こども園 → 『こどもの遊び場』
福祉施設 → 『ふくしの相談所』
写真店 → 『しゃしんレスキュー』
保険代理店 → 『ほけんの相談所』
理美容院 → 『髪の衛生所』
歯科医院 → 『お口の衛生所』
病院 → 『まちのお医者さん』
電気屋 → 『電池スポット』
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『まちへん』の流れ『まちへん』のコンセプト

『まちへん』する事業所マップと可視化のアイテム
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The Changing Role of Everyone's Town: "Machi-hen”

まちの事業者さんに「まちへん」に
ついて知ってもらう

参加希望者さんは、いざ！の時に
変化できる役割を表明する

「まちへん」の仕組みと減災・防災
に関する情報を共有する

事業者さん同士を繋ぐイベントで
「まちへん」を日常化する
（スタンプラリー等）

地域の防災訓練の際にも「まちへん」
を活用して日常化する

「まちへん」によってコミュニティが
在宅避難世帯を包摂し、孤立を防ぐ

住宅や店舗・会社等の事業者が密集
した市街地。子育て、高齢者、単身、
要配慮者など、多様に構成された世
帯が居住している。交通路では、自
動車→自転車→徒歩の順に多く見ら
れ、朝夕は、登下校、ペットの散歩、
ウォーキングが見られる。転入転出
もあり、血縁なく地縁の希薄な世帯
も多数存在する。

『まちへん』とは、
在宅避難しつつも孤立化を避けるべく、

日常的な備えとして、まちが異なる意味と役割へ
自在に変化し、住民を包摂できるデザイン、
という新たな言葉と視点の提案です！

ステッカー以外にも
用途の異なるアイテ
ムを順次開発し、拡
充を促進する。

なるほど！
いいね！

うちは飲食店
だから

助け合いキッ
チン

ができる！

いざ！のとき
は

そうすれば
いいのかー

まちの人たち
は

イベントをき
っかけに

「まちへん」
知れる！

年に一度の訓
練で

いざ！という
ときに

備える！

災害時に
誰も孤立せず

取り残さない
！！

アプリ
キーホルダーフラッグ

ステッカー



【優秀賞】 
No.17「puttalco」 
杉森丞 　神戸芸術工科大学 プロダクト・インテリアデザイ
ン学科4年 

受賞コメント 
賞を頂いたこと、大変感謝いたします。コロナウイルスが
広まって新しい生活様式に変わる今、感染予防の形も変わ
りつつあります。このプロダクトは新しい形もさることな
がら、新しい使い方（生活の仕方）の提案でもあります。
コロナウイルスのように見えないから対策を怠ってしまう
ところに、いかに楽に、最小限で行為を誘発できるかを考
えて創りました。これが実現の方向に向かうと嬉しいと思
います。 

 

評価コメント 
ウイズコロナ社会への提案として⾼く評価できる。例えば⽇常化したマスク着⽤と同じように、
⽇常化する⼿指の消毒を⾝近な仕掛けに組み込む姿勢は⾯⽩い。多様な⼈々が実装して使った実
験成果を検証してほしかった。（⿑⽊） 

ボタン型アルコールホルダーの提案で、よく使う指先を手軽に消毒する軽妙な提案であった。 
（佐藤） 

指先で触れざるを得ない視覚障害者にとって有効。これを持っていることを周囲の人にアピールし
たいのか（触っているけど安全ですよ）か、目立たなくさせたいのか。（相良） 

個々人が除菌グッズ諸々を常に携帯し持ち歩き、都度使うことに、スマートさをもたらせる代替
案。ニーズを捉え、具体的即効性のありそうなプロダクトの発案であった。すぐに製品化してみて
良いと感じる。実際に使用してみたい。（平林） 
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push+button+alcohol

  puttalc プタルコ

30

使い方は簡単。
指で押すだけ。
puttalco（プタルコ）は
ボタンのくぼみの部分を
押し込むと、中のアルコールが
ジュワッと出てきます。
量は押し具合で調整。
必要な時に必要な分だけ。

付属のハードケースは、
マグネット 式。
ボタンがピタッと、
キーホルダーのように
カバンに付けて持ち歩き。

ハードケースから取り外した
マグネットは、服に挟んで
ボタンだけを
身に付けることができます。

ボタンを押した後、
必要な除菌は指先だけ。

持ち運びは、
ケースかバンド、
それからどんな所でも。

シリコン製のバンドで、
腕時計のように。
目で見なくても、
感覚で、場所が分かります。

アルコールの補充は
蓋の内側で行います。
最大 20回分のアルコール
が補充できます。
（1プッシュ約 0.25ml）



【審査員賞】【齊木 崇人 選】 
No.19「withコロナ時代の 「応急仮設住宅から終の棲家まで」」  
広島大学中薗研究室（中薗哲也、福島岳大、田口湧力、山下正太郎、山本千結）、 
なわけんジム（名和研二） 

受賞コメント 
この度は、このような名誉ある賞を頂き有り難うござい
ます。災害後の応急仮設住宅について、ゼロエネルギー
での快適な住環境の確保と、基礎の法適合を目指すこと
で、二次災害を減災するこの提案を評価して頂いたこと
を大変有難く思います。この軽量で簡単な工法の住宅の
提案が、仮設住宅に留まらず新たな時代の住宅建築の在
り方をも切り開くことを目指して、今回の賞を励みに、
実現に向けての更なる研究に邁進してまいります。（福
島岳大） 

 

評価コメント 
すでに世の中に広く普及する発泡スチロール素材を使い、応急仮設住宅から終の住処まで提案す
る実験的提案である。是⾮実験してその成果を公開し、応急仮設から終の棲家までの時間を経た
成⻑と変化のプロセスや、素材の再⽣利⽤も考察に加えてほしい。（⿑⽊） 

妻側の穴をどうやって塞ぐのかが疑問です。素材が軽量で受風面積が大きな構造体が台風時にど
のような挙動をするのでしょうか。（相良） 

仮設住宅の基本材料を発泡スチロールとし、しかも１つの塊から何部屋もと、家具を切り出す、
という発想は斬新であり、ぜひ試作を見てみたいと感じた。が多くの疑問も同時にある。まずこ
の大きなスチロールの塊は通常はどこにあるのか。非常時にはどのように運ばれるのか。誰がど
う施工するのか。外装はどんな仕上げになるのか。個別のニーズに合致する家具の切り出しはい
つ誰が担うのか、等々。そして終の住処とまですることが可能というそのスチロール素材はすで
に強度・経年変化における耐久度等の面で特定されているのか？これがもっとも大きな課題か。
終の住処とまで欲張らずとも、仮設住宅の新たな提案というだけでも価値はあるとは感じる。
（平林） 
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快適性 SET* ℃
25.6 ～ 30.0　やや暖かい

22.2 ～ 25.6　快適

17.5 ～ 22.2　やや涼しい

N



【審査員賞】【佐藤 優 選】 
No.23「TOWER+GARDEN × HOUSE+□」  
長谷川聡　安田女子大学 家政学部 造形デザイン学科 長谷
川研究室、伊藤健生、丸山唯花 

受賞コメント 
人口が都市へ流出し過疎化と超高齢化が同時に進む北海道
白老町は、近く大地震による津波が予見されているが防波
堤すらない。 
町予算での防波堤建設は現実的ではなく、町民は不安を抱
えながら生活している。 
具にフィールドリサーチを行いハードに頼らず、いかに災
害時に町民を逸早く安全に避難させることができるか、民
間資金を活用した集合住宅を建築し、津波避難施設として
活用していく提案を減災として評価いただくことができ
た。 

 

評価コメント 
震災時の津波に対応できる中⾼層の住宅を建てるなら、建物が⽴つ場所ごとに異なる津波被害の
シミュレーションとあわせて、被災後の⽣活再建プロセスの考察も期待します。（⿑⽊） 

提案の基盤となったのは人口16,000人ほどの白老町である。三陸の津波の時に中高層のビルの屋
上で救助を待つ姿が印象的であった。しかし、一般的なこの程度の大きさのまちではなかなか需
要がないし、大規模な堤防なども困難である。スペアハウスや公益的な観点から避難場所として用
意しておく、という発想は、近くに高台がない街では現実的な提案である。実現するためのパ
ターンをいくつか用意しておくと説得力が増すのではないか。（佐藤） 

過疎地での避難施設は重要。提案ではリゾート地での別荘としての建設とされているが、公営住
宅の立替で高層化しても良いのでは。（相良） 

課題の着眼点は良かった。地方自体位の財源逼迫に対し、民間企業活力を活用する案も可能性は
あると感じる。が、具体提案には、盛り込んだ諸々のアイディア・要素に必然的な効果を感じられ
ない点も多く、描いた発想の価値を後から理屈づけしている感じがある。必要とされる機能を設
計すると、本当にこのようなビルになるのか？を問わなければならない。最も重要な点は、地域
の津波避難の拠点として機能するということだ（それは大変結構なことだ。）が、13Fというフ
ロアに設定する根拠がわからない。住民はそこにどのようにアクセスできるのか、しやすいのか
もイメージがわかない。ブラックアウトを経験した方としての発案の割には、13Fまでエレベー
ター移動を前提としている様子で、全フロアを繋ぐ階段の位置が見えない。（平林） 
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【審査員賞】【森山 明子 選】 
No.20「「ミドリムシとテクノロジー」で、 日常を取り戻す！」  
千葉工業高校 理数工学研究部（飯島陸、佐藤大誠） 

受賞コメント 
減災をデザインする、これまで考えたこともないテーマに
最初は戸惑いを感じたものの、アイディアを生み出す力、
チームワークや表現力、精神面までも成長することができ
たと実感しています。（飯島 陸） 
大学進学模試と重なり、2次審査のオンラインプレゼンに
は参加できなかったのが残念でしたが、審査員賞受賞の連
絡を受けとても感慨深いです。今回のコンテストを励み
に、いつか世界で活躍できる人材になりたいと思っていま
す。（佐藤 大誠） 

 

評価コメント 
⽣き物としてのミドリムシは⽇常の価値観や常識を変える魅⼒的な未来型素材です。ミドリムシの
実験的提案は⼤きな可能性を⽣むと思います。ぜひ実験の成果を検証して実現させることを期待し
ています。（⿑⽊） 

近年注目度の高いミドリムシですが、一般的な関心は環境負荷の大きい酪農に代わる食料問題解
消のための研究です。でも、この提案はそうした関心をはるかに超え、ミドリムシの特性に注目
することで新型コロナ感染を減じる内容なども含み、本コンペの趣旨に合致しています。テーマと
プレゼンテーションの魅力は、選考後に応募者が工業高校在校生と知るとさらなる感動をもたら
し、私にとって、今回見られた新潮流をもっとも鮮やかに体現する提案でした。（森山） 

どれだけの量があれば効果が発揮できるのかが疑問だが、発想としては興味深い。（相良） 

ミドリムシの培養で多くの利点がもたらされるという発想は斬新で面白い。このようなパーテー
ションが日常に浸透している姿のイメージは、多々の社会課題を解決させた先の次世代（未来）
のライフスタイルを具体的に想起させる価値がある。ただし、それぞれの機能の効果の提示に具
体性が乏しい。例えば、このパーテーションのサイズは？そしてその１台がどんな量の二酸化炭
素を吸収したり、発電量がどのくらいになるのか、食用としたら何人分の何回のどんな栄養とな
るのか、等。盛り込んだ要素それぞれの中でも特に重要と考える要素についてだけでも具体的な
プレゼンテーションがなされるなら、説得力は大きく変わったと思う。（平林） 
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こちら(aiファイル)こちら(aiファイル)

Concept
「ミドリムシとテクノロジー」で、日常を取り戻す！

Function
１．密となる室内で飛沫感染防止。
２．ミドリムシが二酸化炭素を吸収、温室効果ガスの削減で地球温暖化問題を解決。
３．ミドリムシが酸素を放出、室内空気環境を改善。快適性向上。
４．ミドリムシの殺菌、抗菌作用で、空気中のウイルスや菌を撃退。衛生環境向上。
５．被災者、難民、未電化地域の人々が、ミドリムシによる微生物発電で得た電力を活用。
６．ミドリムシの豊富な栄養素が、貧困地域の子どもたちの命を救う。
７．ミドリムシのグリーンアメニティ効果で、心理的、視覚的疲労の改善。
８．バイオ燃料の普及促進で化石燃料に依存せず、情勢に左右されない迅速な災害復興。
９．ミドリムシの培養で社会問題を解決。SDGs を達成。
※５は本校で研究段階

図 　「富岳」によるシミュレーション画像 
出典　坪倉 誠 教授　（理科学研究所 神戸大学）

System
①　「バイオボックス」の中でミドリムシを培養する。
② 上部の光源からをからミドリムシが光合成の準備をする。
③　「Bioundary」下部のHEPA フィルターを通じ空気を供給する。
④ ミドリムシが CO₂を吸収し光合成を開始する。
⑤ 光合成で発生させたO₂を放出する。
⑥ ミドリムシの微生物発電で装置に必要な電力を自家発電する。
⑦ 被災時の非常用バッテリーとしても利用可能。
⑧ オプションとしてミドリムシを食用とすることも可能。
⑨ オプションとしてミドリムシからバイオ燃料を精製することも可能。

通常時の循環システム 非日常 ( 被災時など )
①→② → ③ → ④ → ⑤ → ⑥ → ⑦
　 → ⑧

→ ⑨

図　「Bioundary」持続可能な開発目標

↑

こちら(aiファイル)こちら(aiファイル)こちら(aiファイル)

Bio & Boundary
Bioundaryミドリムシ式微生物発電パーテーション

➡③CO₂・Virus・dust

⑤O₂

⬆

⬆

➡

①Biobox

② light
l l l

④ Photosynthesis

⑥ Electrical

⑦ Battery

➡

CC



【審査員賞】【荒木 裕子 選】 
No.03「減災えほん ～フェーズフリーの子どもの減災教育～」 
田中かずさ、大嶋恭子、齋藤芳徳　茨城大学 教育学部 学
校教育教員養成課程　教科教育コース 美術選修 3年次 

受賞コメント 
「減災」と「絵本」を繋げるアイデアは、子どもの頃に、
絵本を読み聞かせしてもらった、楽しい思い出から生まれ
ました。「減災えほん」が実現したら、災害時の助けにな
るだけでなく、子どもたちの思い出の一つになって欲しい
と思います。今回は、「withコロナ時代の減災デザイン」
のテーマに対して、アプローチの仕方は、多様であること
に改めて気付きました。これからも、減災について、視野
を広げて考えていきたいと思いました。 

 

評価コメント 
⼦供に読み聞かせる魅⼒的な提案である。家族の構成は多様でそれぞれの家族が減災えほんを作
り、⼦供に読み聞かせ、その⼦供が成⻑し新たな家族で減災絵本を作り⼦供に読み聞かせるよう
な循環モデルが⽣まれそうです。（⿑⽊）�

個人から家庭、家庭から地域での段階的な取り組みが示されており、新型コロナウイルスの影響
下で、私たちの生活圏を考えざるを得ない状況を反映しているように感じた。（荒木） 

デジタル化が進む中で、あえて親が子に読み聞かせる絵本とし、読み聞かせることで双方向のやり
取りでより的確な理解を得ることができるでしょう。読み聞かせマニュアルが必要かもしれないで
すね。（相良） 

普通に「絵本」の発行をテーマにする発案は（当コンペでは）これまでになかったので、新鮮に
捉え高い評価をさせていただいたが、その内容には多くの課題がある。まず、この「絵本」とす
るテキストがありさえすれば、親から子へ、大切な情報が伝達されるのか？という疑問。また絵
本の内容面の質はどのようにもたらされるのか？（ここに提案されている中身は、実際に作られ
る絵本そのものの内容なのか？だとしたらとても心配。）防災情報の発信は、これまでに多様に
行政等も展開・普及に努めているが、それでは大切なことがなかなか一般に浸透しない。だから
こそ、どうするべきか、という発案には期待がかかるわけだが、提案されている絵本の中身はそ
の期待を満たすものには遠い。（平林） 
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＊紙面の都合で割愛

避難訓練や防災教育に慣れていない未就学児や
小学低学年生は，災害時にパニックになります。

〈Before〉

「減災えほん」読み聞かせのフェーズフリーの
効果で、災害時に落ち着いて行動できます。

withコロナ時代は、
・家庭と外部との繋がりが希薄になります。
密を避けて、定期的な防災訓練なども
実施が困難になるかもしれません。
・家族が自宅にいる時間が増えます。
上述のwithコロナ時代の減災デザインは、
家族が一緒にいる時間を有効活用した、
家族単位の防災が重要になります。そこで、
親子のコミュニケーションを育みながら、
防災を学ぶ「減災えほん」を提案します。

《コンセプト》
災害時に一番頼れるのは、
自分が身に付けている記憶や知識です。
親が、子どもの幼少期～小学生の時期に、
「減災えほん」を読み聞かせて、フェーズ
フリー（非日常を日常に組み込む）の効果
で、一生役に立つ防災知識が身に付きます。
「減災えほん」が、将来、
家族の命を守る【減災】に繋がります。

「減災えほん」は、市区町村単位で
作成/配布します。
地域の環境や想定される災害に合わせた、
柔軟な「減災えほん」のストーリーを
組み立てます。例えば、ストーリーでは、
地域の避難場所の詳細な記述などにより、
地域の特性に合わせた「減災えほん」が
生まれて、地域の【減災】に繋がります。

「減災えほん」によって、親子が災害を
自分達にも起こり得ることとして捉える
ようになります。
「自分ごと化会議」同様、防災に対して、
子どもと一緒に「家族ごと化」する姿勢が
【減災】に繋がります。

〈提案の背景〉

〈POINT-2：市区町村単位で作成/配布〉

〈POINT-1：家族ごと化〉

〈After〉

じしん つなみ

地震・津波～怪獣編
ぼうふう ごうう

暴風・豪雨～怪獣編
げんしりょくさいがい

原子力災害～妖精編

絵本の
大きさ

⇒
A4/A5版
見開き

じしん つなみ

1．地震・津波
ぼうふう ごうう

2．暴風・豪雨
かんせんしょう

3．感染症/コロナ
げんしりょくさいがい

4．原子力災害
＊おまけ,さがしてみよう

げんさい

減災えほん もくじ

げんさい

減災えほん
～フェーズフリーの子どもの減災教育～

かいじゅうへん かいじゅうへん ようせいへん

（A4版） （ A5判）

げんし

原子

かんせんしょう

感染症/コロナ～妖精編ようせいへん

原子
〈文字の原寸〉げんし



【審査員賞】【平林 英二 選】 
No.12「とける絆(ほだし)　-震災後10年間から読み解く
新たなランドスケープの提案-」  
麻生香実 / 北海学園大学工学部4年 

受賞コメント 
この度は本提案を選んでいただき誠にありがとうございま
す。コンペに参加し他の参加者の提案を拝見し、設計のア
イディアコンペではなかなか見られないリアリティのある
提案や、豊かな発想の提案とたくさん出会うことができ、
とても勉強になりました。また二次審査の際には建築の視
点からではなく、実際に減災を研究しお仕事にされている
方々からご講評をいただけたことが私にとって大きな糧と
なりました。ありがとうございました。 

 

評価コメント 
上下が狭く奥行の長い空間を波状的波が襲うと、引き波と寄せ波が衝突し、上部構造物が破壊さ
れるのでは。（相良） 

実際に日本社会で起きた、東日本大震災からの復旧政策における防潮堤のあり方にストレートな
疑問を投げかけ、またその解決策として斬新かつ壮大な構想を描いた。ジャストアイディアに留ま
らず、海岸沿いの地方の街の諸課題を多面的に見つめ総括的な構想の中で多くをより良く改善して
いく策で満たしている。政治を含めた街全体の構想が故、実際に実現に動くかどうかという点で
は一人の若いプランナーの立場としては微力で、なかなか難しいかもしれない。が、こうした、
社会の課題解決に向けた探究とアグレッシブなプランニングワークに、プランナーが時間を費や
すことは大きな意義・価値があると思う。（平林） 
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10 年後の今すべきこと

ステレオタイプからの脱却
東日本大震災後に津波対策としてコンクリー
トの高い壁（防潮堤）が次々と建設され、そ
れまで見えていた海が見えなくなってしまっ
たことが問題視されており、さまざまな防潮
堤が開発されているがこれといった解決案は
出ていない。
ではなぜ 10 年もの間、この防潮堤問題は解
決されなかったのか？それはそれぞれの地域
に合わせた防潮堤ではなく、どの地域にも当
てはめられるステレオタイプばかりが提案さ
れてきたからではないだろうか。これを踏ま
えて本設計では、地域の特徴を活かした地元
の人に受け入れられる防潮堤のあり方を提案
する。

防災意識の向上
新型コロナウイルスの感染拡大防止に努める時代に
おいて、多くの人が集まる避難訓練などの実施は控
えられている。地域で時間を合わせて災害対策を行
うことが困難であるため、個々の防災意識を日常か
ら高めておく必要がある。
また、実際に東日本大震災以前まで津波による大き
な被害がなかった地域での被害拡大や、危険区域で
あることが強く言い伝えられていた地域が被害拡大
を抑えた事例が確認されている。震災から 10 年が
経過し、被害が大きくなかったところは危険区域で
あっても防災意識が薄れてしまうことが懸念される。
これらの事象から普段から利用できる空間づくりで
防潮堤を身近に感じ、防災意識の向上を目指し今後
の被害拡大を防ぐ。

―震災後 10 年間から読み解く新たなランドスケープの提案―

とける絆
ほだし

東護岸
12.0ｍ

東外防波堤
4.4~6

.6ｍ

東防波堤 4.5ｍ

西防波堤 5.5~6.2ｍ

西
防

波
堤

3
.4

ｍ

島
防

波
堤

3
.5
~4
.5ｍ

島
防

波
堤

5.8ｍ

島防波堤 7.0ｍ

東防波堤 8.4ｍ

防
波

護
岸

8.2~8.9ｍ

西
側

防
波

堤
7
.2
~7
.55

ｍ

防潮堤：津波を防ぐための堤防（室蘭にはない）

防波堤：船着場の波を安静に保つための堤防

防潮堤と防波堤の違い

1.0ｍ未満

1.0m 以上～ 2.0ｍ未満

2.0ｍ以上～ 3.0ｍ未満

3.0ｍ以上～ 4.0m 未満

4.0m 以上～ 5.0ｍ未満

5.0ｍ以上～ 6.0ｍ未満

6.0ｍ以上～ 7.0ｍ未満

津波浸水予測範囲
（最大浸水深（ｍ））

参考・北海道に津波被害をもたらす想定地震のワーキンググループ「太平洋沿岸の見直し」報告書 GSI データ (H24.6)

　　・室蘭地域マリンビジョン協議会「追直地域漁港業務継続計画 ( 追直地域漁港 BCP)」第 1.0 版 (R2.3.31)

防潮堤高さの選定

・対象敷地の予想最高津波高 5040 ㎜（震源が三陸海岸北部で、マグニチュード 9.1 の場合）

・多重防護による防潮堤高の抑制（防潮堤と防波堤が両方ある場合、防潮堤の高さを抑えることができる） 防波堤

防潮堤

予想最高津波高

 6
0

0
0

5
0

4
0

射流が発生

波がせり上がる

防潮堤従来の防潮堤
・海岸沿いに大きなコンクリートの壁

・津波が防潮堤を超えた場合、射流が発生しやすい
　　（射流：防潮堤の高さから津波が落下し、勢力が増す現象）

波を返す

射流を防ぐ

漁業関連施設 防潮堤

街

提案する防潮堤
・緑の広がる丘を進むと、海が見えてくる

・津波が防潮堤を超えても、射流が発生しにくい

漁業住民

現在の漁業と住民と海の関係性
・海岸沿いに漁業関連施設群が立ち並び住民と海との間に隔たりがあることに加え、日常から漁業と住民が関わる機会が少ない

・防波堤によって住民からは海が見えにくい

漁業関連施設

防潮堤

街

街

提案による漁業と住民と海の関係性
・地形を重ね垂直動線を設けることで、新たな漁業と住民の関係性が生まれる

・防波堤を超えて海を眺めることができる

漁業

住民
住民

漁業

防波堤

防波堤

4．設計手法4．設計手法1. 計画概要1. 計画概要

中学 3 年生の修学旅行で震災学習をした。東日本大震災から 1 年後の被災地や現地の人のお話は 14 歳の私にはあまりにも衝撃的で涙すら出ないほどの驚きを覚えたとともに、今でも目に焼きついた光景が頭から離れない。それから 8 年、
もう一度訪れた東北で建築の目線から被災地を見るようになっていた私は、8 年前に聞いた言葉「防潮堤で以前のような海の見える景色は失われているけれど、安全を考えると仕方ない。」これに対して学生ながらに何か行動しなければ
ならないと感じた。そこで、この卒業設計という「自分の建築を表現する場」を用いて今後の建築人生に通じる思想を形にしていく。マイナスのイメージと強く結びつくことも多い防潮堤に新たなイメージを与え、海・街・漁業関係者・
住民とのつながりの場でありつつ、日常からの利用により防災意識に働きかける提案である。

Section 1:2000

製氷所

防潮堤

漁具保管庫

トラック駐車場 防潮堤

防潮堤

船揚場

定置番屋

防波堤

防波堤

自家用車駐車場

漁業協同組合事務所
　　（直売所）

天日加工場

加工場

北側
（街）

南側
（海）

荷捌き所

エントランス

2F Plan 1:5000

給油施設

出港・帰港

　1 次計量
（トラックスケール）

荷揚げ

地方卸売市場

荷捌き所

漁具保管庫

漁具保管庫

製氷・貯氷
・砕氷施設

　2 次計量
（トラックスケール）

トラック駐車場

自家用車駐車場

出荷

岸壁 岸壁

出港・帰港

荷揚げ

1 次・2 次計量
（トラックスケール）

地方卸売市場 製氷・貯氷
・砕氷施設

給油施設

トラック駐車場

出荷

漁具保管庫 漁具保管庫荷捌き所

岸壁岸壁

現在

本提案

製氷・貯氷
・砕氷施設

漁具保管庫
荷捌き所

トラック駐車場

地方卸売市場

給油施設

漁業協同組合
事務所

定置番屋

1 次・2 次計量
（トラックスケール）

既存の漁業関連施設の配置

必要に応じて順次施設を建設していったため、作業動線が交錯し使いにくい。

作業フローに対して施設の配置が整っておらず、作業効率が悪い。また岸壁

の作業スペースが狭く、出荷トラックと陸揚げ作業が輻輳している。

漁具保管庫

漁具保管庫

製氷・貯氷
・砕氷施設トラック駐車場

自家用車駐車場

給油施設
漁業協同組合
事務所

定置番屋

　1 次計量
（トラックスケール） 　2 次計量

（トラックスケール）

提案する漁業関連施設の配置

作業の効率化を優先させながら、漁業と防潮堤との関係を考慮した配置。

荷捌き所や漁具保管庫など岸壁沿いへの配置が好ましい施設や、災害時の室

蘭漁港の拠点となる漁業協同組合の事務所など、日常での利用を優先させる

施設と災害時の有効利用を優先させる施設とを分類し、それぞれの利用方法

にあったゾーニングを提案する。

防潮堤

最上階である 4 階から
順に作業が進む製氷施
設では、階ごとの作業
の様子を見ながら登り
降りが可能。
屋上まで登りきると、
防波堤を超え水平線ま
で広がる太平洋が人々
の癒しとなる。

鮮度保持のために屋根付き
岸壁が好ましいとされる陸
揚場のうち、漁船クレーン
を使用する場所では、15ｍ
以上の高さの屋根が必要と
なることを活かし、緩やか
な傾斜の先に新たなビュー
スポットを設けた。

漁業、海へのエントランスとなる部分では、
快適性・危険性を考慮し身体的スケールに
合わせた 3 つの穴を設け、漁業関係者や観
光客、地元住民など利用者を問わず交流・
休憩のできる場とした。

3 本の道路に合わせて製氷施設から
街へ向かって流れるような形状は、
訪れる人々を受け入れる（上図）。
また道路から海へ向かう際には、め
くれた地形の先に海が抜けて見える

（下図）。

屋根のある所は加工場、屋根
がなく GL に沿って地形のマ
テリアルのみが変化する所は
天日加工場として利用され、
トップライトは日常から作業
風景を眺める機会となる。

加工場

天日加工場

海岸沿いは 1.2m
の地形のめくれが
手すりの役割を担
う。

直売所

漁業協同組合事務所の 1 階にある直売所
は、地形のレベルを下げて漁業関係者以
外もアクセスしやすいよう設計した。

トラック駐車場の屋根にあたる
中央部分は、漁港で利用される
ウィング式の大型トラックの形
状を加味した天井高とした。

直射日光・鳥糞から魚を守り鮮
度を保つため屋根付き岸壁とし
、荷捌き所の環境を整備した。
今まで建物の半分以上が使われ
ていなかった地方卸売市場に荷
捌き所の機能を一体化させるこ
とで、作業の効率化を図るとも
にスペースの有効利用を考慮し
た。
また、さかなの港町同窓会など
多い時には 1 万 5 千人もの人が
集まるイベント時にも利用でき
るよう、地方卸売市場や駐車場
の面積に余裕を持った。

地形操作ダイアグラム

2. 敷地2. 敷地 北海道室蘭市追直漁港

3. プログラム3. プログラム

街・住民

海との隔たり

海・漁業

漁業動線の複雑さ

ランドスケープデザイン

防潮堤

海・街・漁業・住民を繋ぎ

津波から街を守る

防災意識の定着

室蘭市追直漁港付近の現状として、「海
沿いに立ち並ぶ漁業関連施設群によって
街と海との間に隔たりがある」「防波堤
によって街から海が見えない」「防波堤
はあるが津波に耐えられる防潮堤がな
い」「その都度必要な施設を付け足した
配置による漁業動線の複雑さ」などがあ
げられる。本提案では、それらをランド
スケープデザインと防潮堤のデザインに
よって解決へと導き、海・街・漁業・住
民に新たな関係を与えるとともに、津波
から街を守り防災意識の定着を目指す。

漁業効率化と耐津波対策 防潮堤のデザイン

1960 年代 現在

埋め立て前の海岸線のライン

海岸線のラインに沿った住宅の並びが現在も残っていること

を活かし、

防潮堤やトップライトの形状に反映させ、過去から継承され

ている街並みを未来に残す夜には昔の海岸線を活かした 2 本のトップライトから光が漏れる

5．設計手法5．設計手法 ランドスケープのデザイン

6．ゾーニング6．ゾーニング 作業フローダイアグラム

東・西・島防波堤の強化工事が行われたほか、船着場の老朽化に伴い津波発生
時の崩壊防止のため、岸壁工事が昨年から令和 9 年にかけて実施されている（追
直漁港特定漁港漁場整備事業計画）が、津波高さに耐えられるものはない。

ホタテの養殖や沖合底引き網漁業、サケ定置網漁業などが盛んに行われており
胆振管内最大の水揚げを有している他、室蘭にある 5 つの漁港全ての管理を担
う漁業協同組合が設けられている。また漁師の高齢化と後継者不足が課題と
なっている。

現状の耐震対策

漁業の特徴 

津波の危険性 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では、漁港に 2m の津波が押し寄
せ出荷作業に影響が出た。太平洋に面したこの土地は津波の危険性が高く、ま
た漁業の早期復興が求められる地域である。

北海道室蘭市 これまでの震災で大きな津波の被害はなかったものの、いつ津波にのまれても
おかしくない地域である。
祖父母との思い出が詰まったこの地で未来を守る、未来を楽しむ設計を。

マスタープラン 選定敷地のすぐ北側にある舟見町は居住誘導区域に指定されており、移住の促
進に伴い若い世代が増加している。住民に漁業に関心を持ってもらうことが今
後重要になる。

漁具保管庫

漁具保管庫

製氷・貯氷
・砕氷施設

トラック駐車場

自家用車駐車場

地方卸売市場・荷捌き所

給油施設

　1 次計量
（トラックスケール）

　2 次計量
（トラックスケール）

防潮堤

定置番屋

加工場

天日加工場

エントランス

1F Plan 1:5000

漁業協同組合
事務所

A B C D

A’ B’ C’ D’

D-D’

C-C’

B-B’

A-A’



【入賞】 
No.10「BUBBLE MAKER」  
team NIT（渡辺泰成、伊佐大毅） 

受賞コメント 
審査員の皆様、この度は誠にありがとうございました。今回
の「減災コンペ」に参加したことにより、様々な視点で切り
込む提案を多く見ることが出来ました。このコロナ禍での時
代において、災害とどう向き合えばよいか考えさせられる、
非常に良い経験となりました。今後はより良い提案ができる
よう励んでいきたいと思います。 

 

評価コメント 
楽しいアイテムだが、かえって飛散させそうな心配と、アルコールはシャボン玉にはできないの
で、界面活性剤のみとなる。また、周囲への付着が心配なので、屋外での使用限定か。（相良） 

消毒液がシャボン玉となって吹き出す装置はかわいらしく、面白いと感じる。が、液体成分の検
討やシャボン放出の技術的な可能性が見えないので、ジャストアイディア的で説得力が不足。実際
できたとしても、手消毒の代替になるとは思えず、アトラクション度合いが高い。吹き出すシャボ
ン化した液体が、手だけでなく、ばら撒いて周囲に拡散・付着する、床に落ちればその場を濡らす、
いったこと等につき、どこまで考察が及んでいるかがプラン上からは見えない。「除菌はする
が、環境には悪影響なし」ということが証明されるのなら、製品化価値が高くあると感じる。
（平林） 
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【入賞】 
No.21「アレルゲンの「見える化」を助ける ボード・マグネットセット」  
沼倉美羽 　サレジオ工業高等専門学校 

受賞コメント 
このような賞を頂けて、大変光栄に思います。恥ずかしな
がらこのコンペティションに参加するまで「減災」という
ものをあまりよく知らず、まずは「減災」を知るところか
ら始めた提案でした。しかし、実際に起こっている問題や
自分と母の体験談に絡めつつ進めていくことができたの
で、芯のある提案にすることができたと思います。 

 

評価コメント 
アレルギー症状をもつ人の食物摂取による危険は、時として生命にかかわり、通常は気をつけて
いても、非常時にはそこまで注意できない事態が想定されます。この提案はユーザー・フレンド
リーな内容で、用意する側にとっても負荷の少ない簡便さが魅力です。付記すれば、高等専門学
校での学びの様子が想像できて嬉しくなりました。（森山） 

支援者側ではなく支援が集まる受援側の立場として、情報をマネジメントしようとする考え方は
重要に思う。（荒木） 

実用性の高い提案。食堂やホテルのビュッフェスタイル、パーティー会場などいろいろなところで
手軽に使用できそう。（相良） 

この発案が伝える現状に対する問題意識が評価される。が、非常時の困窮した現場で1つの食品に
対してかかる表示の手間等を考えると、もっとコンパクトで安価なものを開発しないと普及が難
しい。また、非常時のみの課題ではないので、日常的に使うツールとして開発し、それを非常時
にも同じく使う、という観点こそ(減災デザイン的にも）大切にしたいと感じた。具体的には１枚
の紙にすでに全てのアレルゲンアイコンが示されており、この食品に含まれているものをチェック
するだけの使い捨てのシートで事足りる。またそれを使用現場でどこにどう掲示するのか、テン
トの梁に取り付けることだけの想定では使いにくい。料理鍋に直接またはその脇に取り付けられ
たり、テーブルから手前に垂らしたりと、汎用的に使えるプロダクトとなれば、価値が上がりそ
う。（平林） 
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MILK

炊き出しにおいて、アレルゲンの

「見える化」を助けるボード・マグネットセット

使用イメージ

食物アレルギーを持つ方が避難所での生活をしなければならなくなった場合、必ず直面するであろう問題があります。
それは、炊き出しの料理に使われている原材料を毎度毎度確認しなければ安心して炊き出しの料理を食べられないという問題です。
しかし、この問題をうまく解決しようとするとボランティアの方々に負担がかかってしまうことになります。
毎回炊き出しの料理に使った食材や、配給する市販の食べ物の原材料を手書きで書いたり、使用した食品や調味料のラベルを貼り出
したりするのは骨の折れる作業でしょう。そこで、
・食物アレルギーを持つ方々にとって、アレルゲンの確認・自助がより容易になる
・ボランティアの方々にとって、アレルゲンの表示が容易になる
この双方の観点から、アレルゲンの「見える化」を助けるモノの提案をします。

ここでは

備考

を提供しています

特定原材料

・ボード本体
　ホワイトボードの素材でできていて、マグネットがくっつく。
　メニュー名や備考欄には水性ペンで書き込むので何度でも使える。
　災害状況下において様々な用途に使える紙資源を無駄に消費しない。

・収納
　真ん中から二つに折り畳むことができ、
　内側が空洞になっているため、使用していな
　い時はマグネットセットと水性ペン、その他
　のクリップなどの道具をセットで
　コンパクトにしまっておくことができる。

・マグネット
　一枚につき一つの食品のアイコンが描いてある。
　特定原材料7品目＋特定原材料に準ずるもの21品目、
　合計 28品目ぶんのマグネットが用意してある。
　これをボードに貼ることでアレルゲンの表示をする。

　特定原材料のマグネットの枠は高い危険度を示す赤
　に、特定原材料に準ずるもののマグネットの枠は
　青になっており、視覚的に区別しやすくしてある。

裏

表

1メニューにつき一つ、矢印のように使用して設置する。遠くから見ても見やす
い色・サイズなので、人だかりがある所にわざわざ近づいていってアレルゲンの
確認をしなくても良い。自助の助けになる。また、ボランティアの方々もアレル
ゲンについて尋ねられて戸惑うことが減り、よりスムーズな配膳が可能になる。

ここでは

備考

を提供しています

特定原材料

パン
MILK

ここでは

備考

を提供しています

特定原材料

スープ
MILK



【入賞】 
No.22「SOHOTO 
山﨑一慧 　芝浦工業大学建築学部建築学科4年 

受賞コメント 
減災を建築分野の観点から考えました。災害は、突然起
こる一時的なものですが、それに備える空間は恒常的な
もので、災害が起きる前と後の空間のあり方を深く考え
ました。私の案は、新型コロナウイルスに対する減災の
提案ですが、このコンペテションを通して、様々な分野
の減災の提案と出会うことができました。改めて、災害
と人、災害と暮らしとは何か考え、減災だけでなく社会
問題と向き合うことの重要性に気付くことができまし
た。 

 

評価コメント 
18mm断面積の木材だと、反りや捻じれが出やすく、初期の形状を維持できるのかが疑問。床板
の接合、柱の固定、など施工上大きな課題が残されている。（相良） 

課題の着眼点は良かったが、提案内容の具体性とその魅力に乏しい。ソーホー的、集会所的機能
のその建築空間が、どのような具体性でどんな魅力となるのか。その運用をどのようにすれば、
もたらせたい機能が具体化するのか、等、プランから見えてこないのは残念。（平林） 
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03.  SOHOTO
　SOHOTO は、小さなオフィスや住居で場
所を問わず仕事ができる人の新たな職場で
ある。感染拡大を防ぐためテレワークが推
進され、場所を問わず仕事ができるように
なった。人が多く騒がしい都会とは反対に、
穏やかで静かな富浦町で仕事ができる環境
を作り、在宅ワークをする人々に二つ目の
家を作る提案である。

Small Office House Office として、外部か
ら来る人々が仕事場として、家として一定
の期間利用できる空間へ改修する。SOHO
として利用されていないときは、近所の方、
子供達が集う空間として解放し、また、コ
ワーキングスペースとしても利用できる空
間とする。自治会館の隣に位置することか
ら、年に一度行われるお祭りの会場の一部
として利用できるよう配慮している。

Concept

Section S=1:200

 living roomSOHO

rooftop

terrace

GL

基礎
コンクリートの基礎とする。
一つ一つを小さくすることで
子供や高齢者も作れる工夫をした。

テラス
基礎の上に、板をのせる。
元は、台風災害で廃材となった桟橋の
板を使う .

柱
柱材を 4本のユニットする。
30mm×30mm の柱材とし、ユニット
の隙間に梁を通す。

屋上
構造用合板と防水シートを梁の上に設
置する。
屋上を設けるため、梁に強度が必要で
あり、梁束を柱と同様のユニットにし
て強度を持たせた。

1本の材を細くし、軽量化する
ことで地元の人の手で作れる
よう工夫した。また、材によっ
ては、長さを変え、老若男女
問わず建設できる。

細分化　 ユニット化
ユニット化することで建設手
順がルール化され、よりわか
りやすくすることで多くの人
が建設に介入できるようにし
た。

Process
施工が容易なデザインにより、実現性を高めた。
作業は、マスクとソーシャルディスタンスを保つ
ことにより感染拡大を予防できる。共同で作るこ
とが、コミュ二ティを活性する。そのため、軽い
部材の選定や、容易な施工ができる設計をした。

正午までは、滞在者の在宅ワークの空間へ、町の子供
達が下校する時間には、みんなの公園となり、町に溶
け込む空間にする。孤独等が原因で問題視される在宅
ワークに、人との関わりを作る。

アフターコロナには、町のお祭りの中心となり、観光
客や二地域居住者が町に溶け込む。コロナ渦だけを考
えるのではなく、アウターコロナを見据えた、継続的
なアイデア。



【入賞】 
No.24「SUKETTO」 
 太田美桜 

受賞コメント 
今回は応募した作品に対する対価、またこのような賞を
いただき、大変嬉しく思っています。またプレゼンテー
ションを通じて他の方達のレベルの高い作品を見て、刺
激を受けました。審査員の方から頂いたアドバイスや感
想なども今後のものづくりに活かしてしていきたいと思
います。本当にありがとうございました。 

 

評価コメント 
日常のボランティア活動の団体を非日常の災害時に直ちに転換して支援活動にあたれるようにす
る体制の提案で、やり方を工夫することによって現実的な提案になると考えられた。（佐藤） 

被災者・行政・ボランティアをつなぐ情報ネットワークの必要性は高いが、災害時に遠方から訪
れるボランティアをどのようにつなぐのか。地域のボランティアと来訪するボランティアの情報
ネットワークが課題では。（相良） 

着眼点は良い。特に「日常的なボランティア活動が育まれていて、非常時にはその人達が災害時対
応で活動する」というのは、ある地域におけるビジョンとして理想的な姿と思う。しかし、アプ
リがあればそれだけで、そうした社会は実現できるのだろうか？どんなアプリにするか、という
テーマの脇には、そのアプリを使って地域のボランティアネットワークを醸成し運用する人材は
いるのか、それは誰なのか、というテーマがセットであると感じる。その観点への踏み込みが
あってこそ、確かに活かせるアプリ、ツールを生み出す可能性につながるのでは？（平林） 
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人と人とをつなげ、自然災害に立ち向かう。

「SUKETTO（スケット）」は市町村ごとのボランティア体制や
みんなで街を守る地域コミュニティづくり、アプリ提案など、

人と人をつなげ自然災害に立ち向かうための新しいソーシャルデザインです。

災害による二次被害の問題解決だけでなく、ボランティア活動
における体験価値の向上、防災を通じた地域コミュニティの活
性化を目指し、人と人との繋がりの重要性・必要性の再認識に
も繋げていく。またアプリでボランティアの受け入れをするこ
とで感染症対策における非接触での受付や、現地での混乱防止、
無駄な時間の削減にも。

被災地

地域ボランティアたち
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自助・共助によるコミュニティ防災

災害ボランティア活動の円滑化

ボランティアの体験価値を上げる

ボランティア活動の円滑化
ボランティアという体験に

価値を与える

防災イベントや
日頃のちょこボラを通して
平常時から防災意識を

近隣の被災地への
災害ボランティアを派遣
ボランティア部隊と
サポート部隊で支援

知識、経験の共有
ボランティア同士の関わり
経験の価値を高める

防災関連のイベント
災害ボランティア体制

ボランティア受け入れ制限
マッチング

近隣地域へのボランティア派遣

被災状況
避難状況
需要と供給

平常時：ちょこボラ活動
緊急時：VC運営

春日井市
小牧市

犬山市

災害時

平常時

ちょこボラ活動

防災イベントの運営

ゴミ拾いや子供支援、防犯活動など、日常生活の
合間にできるボランティア活動のこと

防災公園を使った防災マルシェやカフェ、
地域の防災ツアーなどのイベント運営

①ボランティア部隊

②サポート部隊

労働ボランティア

災害ボランティアをサポートするボランティア
料理クラブ→炊き出し班
スポーツクラブ→車の提供（移動手段）
芸能クラブ→被災地での娯楽

※ちょこボラ…ちょこっとボランティア
　　　　　　　清掃活動や子育て支援、防犯活動など平常時に行うボランティアのこと
　　　　　　　

例

平常時と非常時の活動 ソーシャルデザイン


